
木曽川周辺整備（前渡地区）基本計画修正

＜概要版＞
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1. 過去の取り組みの振り返り (H26 年度 基本計画)



1. 過去の取り組みの振り返り (H26 年度 基本計画)

（１）基本計画策定委員会（2回実施）の参加委員とその実施状況 

（２）ワークショップ（2回実施）の参加者とその実施状況 

※ワークショップ参加者は、地元自治会公募の住民13～14名 



￥

基本計画を策定した平成26年度以降において、国土交通省の主導のもと公園や河川に対する行政

動向が大きく変貌を遂げ、公園や河川敷といったオープンスペースについては、民間事業者や地元住

民と連携を図り、公共インフラ維持のための財政負担を軽減しながら、だれもが有効に活用でき、空

間自体の質を高めていく方向性にシフトしつつあります。 

近年では、各務原市周辺の近隣都市においても、こうした制度を活用して民間投資やノウハウを活

用しながら事業運営を行っている公園や河川敷がみられるようになってきました。 

計画地において、民間活力の活用が可能な制度としては、Park-PFI (P-PFI)制度やかわまちづくり

支援制度などが候補として挙げられます。 

1. 過去の取り組みの振り返り (H26 年度 基本計画)

2. 基本計画策定後の公園・河川行政に関する動向の変化
1.



¥¥ 

かわまちづくり支援制度は、河口から水源地まで様々な姿を見せる河川とそれに繋がるまちを活性

化するため、地域の景観、歴史、文化及び観光基盤などの「資源」や地域の創意に富んだ「知恵」

を活かし、市町村、民間事業者及び地元住民と河川管理者の連携の下、河川空間とまち空間が融合

した良好な空間形成を目指す取組みです。 

¥¥ 

P-PFI 制度は、飲食店、売店等の公園利用者の利便の向上に資する公募対象公園施設の設置と、当

該施設から生ずる収益を活用してその周辺の園路、広場等の一般の公園利用者が利用できる特定公

園施設の整備・改修等を一体的に行う者を、公募により選定する制度であり、都市公園に民間の優

良な投資を誘導し、公園管理者の財政負担を軽減しつつ、都市公園の質の向上、公園利用者の利便

の向上を図る新たな整備・管理手法です。 

Park－PFI（P-PFI）制度 とは何か？ 

かわまちづくり支援制度 とは何か？ 

2. 基本計画策定後の公園・河川行政に関する動向の変化

出典：国土交通省 都市局ホームページより

出典：国土交通省 水管理・国土保全局ホームページより



当該公園計画地においても、前述の事例のような民間活力の導入可能性を判断するために、このよ

うな公園等において公民連携事業に参画した実績のある民間企業を中心に、令和元年～令和 2 年度

にかけて、企業ヒアリングを実施しました。 

その結果、当該計画地に対して興味・関心の高い民間企業が幾つか存在したことから、こうした企

業が事業展開や参画のしやすい下地となるように基本計画内容を見直す必要性が生じました。 

高い興味・関心を示した民間企業からは、この地で展開が可能な施設として、温浴施設や、カフェ・

物販のほか、サイクリング拠点や BBQ、キャンプ施設等が候補として挙げられました。 

計画地に対する興味・関心等、民間企業へのヒアリング結果の概要 

3. 計画地を対象とした民間企業ヒアリングの実施とその結果



4. 基本計画の見直しの必要性とその方向性

 上記までの事柄を踏まえ、基本計画のテーマや方針、ゾーニングについて以下のように見直します。

計画内容を見直す背景として、民間事業者の事業に対する関心以外においても、市政として周

辺地域の公共施設との機能重複や周辺自治体との事業連携等にも配慮する必要性があります。 

① 各務原市総合運動公園の供用開始と機能の差別化 

平成 28 年度に勤労青少年グラウンドをリニューアルして各務原市総合運動公園が供用されて

おり、多様なスポーツ活動の受入れに対応するため、スポーツ機能はこの公園へ集約・一本化し、

差別化を図る必要性があります。 

② 各務原木曽川サイクリングコースおよびサイクリング拠点の整備 

木曽川沿いには国営木曽三川公園と沿川自治体を中心に広大なサイクリングネットワークが形

成されつつあり、これらと連携するかたちで市域においても周辺自治体の施設に見劣りすること

のないサイクリングコースと、サイクリングの一大拠点の整備を推進していく必要性があります。

＜H26 年度基本計画時のテーマ＞ 

木曽川の自然を体感でき、子どもから 
お年寄りまで幅広い世代が交流できる河川敷 

H26 年度基本計画時の基本方針設定の考え方 
○多様なレクリエーション活動に対応できる場
○木曽川河川敷の自然を活かし、体感できる場
○親子や家族、その他様々な人々、世代の間で
交流が生まれる場 

①スポーツ・レクリエーションゾーン 

②自然体感ゾーン 

③遊戯・休憩ゾーン 

①イベント・遊戯・レクリエーションゾーン 
②自然体感ゾーン 

③サイクリング拠点ゾーン(ｻｲｸﾙｽﾃｰｼｮﾝ) 

④休憩・交流ゾーン 

見直し後の基本方針設定の考え方(案) 
○多様なレクリエーション活動に対応できる場
○木曽川河川敷の自然を活かし、体感できる場
○親子や家族、その他様々な人々、地域、世代
の間で交流が生まれる場 
○各務原木曽川ｻｲｸﾘﾝｸﾞｺｰｽの一大拠点となる場
○民間ノウハウを活用した、質の高い憩いの場

＜見直し後のテーマ(案)＞ 
木曽川の自然を体感でき、サイクリングや多様な催し
を通じ地域を超えた人々の交流が生まれる河川敷 



②自然体感ゾーン 

④休憩・交流ゾーン 

4. 基本計画の見直しの必要性とその方向性

ゾーニング図 



4. 基本計画の見直しの必要性とその方向性



5. 基本計画見直し



5. 基本計画見直し 

木曽川周辺整備(前渡地区)基本計画平面図（見直し） 
S=2,000 

※平面図中における各施設の配置や形状、規模等は、イメージを共有するための想定図であり、 

 これらを確定・保証するものではなく変更が伴います。 


